
「そらち『炭鉱(やま)の記憶』で地域づくりセミナー」開催要項

第１ 目的

空知産炭地域には、「近代化産業遺産」や「北海道遺産」に認定された『炭鉱(やま)の

記憶(炭鉱関連の有形・無形の資源)』や石炭が形成された地質的特性に由来する景観など、

産炭地域固有の地域資源が存在している。

『炭鉱(やま)の記憶』を全国にアピールするとともに、『炭鉱(やま)の記憶』を生かした

活動を空知の地域づくりの特色として一層推進することの重要性を多くの方々に理解して

もらうため、セミナーを開催する。

第２ 開催概要

１ 日 時 平成21年10月17日（土） 14:00～18:00

２ 場 所 岩見沢市コミュニティプラザ ２階 多目的ホールＡ・Ｂ

（岩見沢市有明町南１番地２０ ＪＲ岩見沢駅前バスターミナル併設）

３ 主 催 北海道空知支庁

４ 参集範囲 一般市民、行政職員、民間活動団体、近代化産業遺産関係者等

５ 内 容

（１） 開 会

（２） 挨 拶

（３） 報 告

「元気そらち！産炭地域活性化戦略の取組」（30分）

（「そらち『炭鉱(やま)の記憶』で地域づくり推進会議」委員 吉岡 宏高 氏）

（４） 基調講演

「近代化産業遺産を生かした観光まちづくり」（90分）

（東京大学先端科学技術研究センター教授 西村 幸夫 氏）

（５） 講 演

「産業遺産に対する関心の変化」（45分）

（近畿大学理工学部社会環境工学科准教授 岡田 昌彰 氏）

（６） 講 演

「市民でもこれだけできる」（45分）

（特定非営利活動法人霧多布湿原トラスト理事長 三膳 時子 氏）


